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１． 研究の背景と目的 

本研究は，学部時代の教育実習を通して２つの理想像を持ったことから始まる。まず，

筆者は教師として「子どもの興味・関心，願いや悩みに寄り添い，達成・解決に向けて共

に考え，努力できる教師」でありたいと望み，子どもの内から生まれるものを大切にした

いと考えた。一方，学部で専攻した外国語科の授業では，単元の中で子どもたちが次第に

英語のコミュニケーション力をつける授業をしたいと思った。そして，聞くことや読むこ

とのインプットから，話すことや書くことのアウトプットの順序で言語活動を行うことが

良いと考えた。しかし，子どもたちが聞く活動をするためには，教師が起点となりインプ

ットを与える必要がある。子どもの外から始まる活動をすることと，子どもの内側にある

ものを大切にすることの２つが筆者の中で統合されず，２つの理想を同時に実現させた授

業がイメージできずにいた。２つの理想は１つの授業で同時に実現できるのだろうか，と

疑問を抱いた筆者は，研究テーマを「子どもの願いを基にした小学校外国語の授業づくり」

とし，授業づくりにおける教師の在り方について考察することを研究の目的とした。 

 

２． 研究方法 

本研究は，２つの段階で構成されている。第１段階は 2021年の 10月までの期間の中で，

子どもの学びの過程を基にした授業構想をデザインした。この時期は，「子どもの願いを基

にした小学校外国語の授業づくり」について自分の中で２つの理想像の統合を目指した。

まず，第二言語習得論等の文献研究から外国語の授業の在り方を学んだ。次に，Ｎ小学校

４年Ａ組における授業観察とリフレクションを行い，子どもの願いを捉えようとした。最

後に，講師としてＮ小学校５学年２クラスでの家庭科の授業実践を行った。家庭科と英語

は教科は異なるが，「子どもの願い」を基にした授業づくりには共通するものがあると捉え，

授業づくりについてリフレクションを行った。これら３つの学びから，授業デザインを構

想した。第２段階では，構想した授業デザインを基に授業実践を２回行った。授業実践①

は，2021 年 10 月 26 日～11 月 16 日に N 小学校４年Ａ組にて，授業実践②は 2022 年６月

17 日～７月 15 日に５年Ａ組にて実施した。なお，クラス替えは行われておらず，同一の

子どもたちに対して授業を行った。授業終了ごとに省察を通じて授業デザインの更新を行

い，「子どもの願いを基にした小学校外国語の授業づくり」について考察を深めた。 
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４． ２つの理想を１つの授業で実現しようとした教師 

4.1 授業実践① 小学 4 年生外国語活動 「My favorite place」 

全４時間の中で，自分の好きな場所やその理由を伝え合うやり取りを行った。前半２時

間は筆者や担任等の教師から好きな場所について聞く活動を中心に行った。筆者らの好き

な場所を知り，嬉しさや楽しさを感じた子どもたちが，他の友達の好きな場所を知りたい

と願っていることを振り返りを基に捉えた。そこで，後半２時間は，友達と好きな場所に

ついて伝え合う活動を位置付けた。このやり取りを通して，友達のことを知りたいという

願いを実現していった子どもたちは，「やり取りをする中で自然と英語で言えるようになっ

た」，「繰り返すことで自分から表現できるようになっ

た」と自らの成長を実感していた。このような子ども

たちの姿から，子どもたちが言語活動に向かうきっか

けとなる願いを持つ前には，やり取りを通じて友達を

知るというコミュニケーションの楽しさを感じる経験

があることがわかった。この気づきを基に，マップの

左下の部分の更新を行った（図３）。 

4.2 授業実践② 小学 5 年生外国語科 「もっと知りたいみんなのこと」 

もっと友達と仲良くなるために，自分の好きなものや嫌いなものについて伝え合い，共

通点を見つけることを目標に全８時間の授業を実施した。第２時の冒頭，筆者は「友達の

好きなスポーツがわかってうれしかった。とくに同じ人がいると楽しかった」という B 児

の振り返りを共有した。B 児の振り返りを聞いた C 児は，「共通点を見つけることでもっ

とその友達と仲良くなれるかもしれない」と語った。C 児の提案から，互いの好きなもの

や嫌いなものを伝え合いながら共通点を見つけるというやりとりに取り組んでいった。筆

者は子どもたちが互いを知り，共通点を見つける楽しさを感じられる様，学部実習生にも

協力を依頼し，様々なテーマや相手を設定して授業を展開した。また，第６時からは子ど

も自身がやり取りした内容を記録として積み重ねることでより嬉しさや楽しさを感じられ

るよう，“My friends’ note”という座席表を用意し，やり取りした内容を記録できるように

した。単元末のＤ児の振り返りでは，やり取りした内容から得る楽しさや願いに加え，「英

語がわかると面白いことに気がついた。英語をいっぱい使いたい気持ちになった」と英語

の成長の実感からさらに言語活動に向かおうとする姿勢が見られた。子どもたちが感じる

楽しさには，コミュニケーションした内容から得る楽しさに加え，英語がわかったやでき

るようになったという英語の学びから得るものもあることがわかった。しかし，授業全体

の様子として，子どもたちのやり取りが日本語中心になってしまったという課題が残った。

筆者は，やり取りを繰り返すうちに次第に英語の使用が増えることを期待していた。その

期待に反して，実際には単元の終末まで，教師から英語で話しかけられれば英語で答える

が，友達同士では日本語のやり取りを行う様子が続いた。授業実践①を通して，まずはや

り取りを楽しむことが大切だと考えた筆者は，振り返りでやり取りした意味内容に焦点を

 

 

 

図３ 授業デザイン第 2案（筆者作成） 
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当てていた。しかし，やり取りした内容を意識するあまり，やり取りを通じて生まれる英

語の力の発展についての意識が希薄になってしまっていた。２つの理想を同時に実現する

ためには，味わいたいことと，そこにかかわる英語の成長を両面から構想することが欠か

せないことを実感した。また，教師に英語で話しかけられれば英語で答えるという姿から

は，教師と子どもが共に授業を作る一員であることを自覚し，単元末に目指す姿を共有す

ることで，英語に取り組もうという共通認識を持つことが必要だと思った。 

授業の渦中における教師の在り方についても学びが得られた。単元の第３時，筆者の嫌

いな食べ物について聞く活動を行った後，友達同士で嫌いなものについてやり取りする活

動を行った。Ｅ児は羊羹の絵を指しながら“I don’t like?”と筆者に尋ねた。筆者は羊羹が嫌

いだと全体で話していたこと，そしてＥ児の“don’t like”という表現から，筆者はＥ児の言

葉を“I don’t like Yokan.”という意味に受け取った。しかし，やり取りを続けると, “Do you 

like Yokan?”と尋ねたかったことが分かった。Ｅ児は自分が羊羹が嫌いだからこそ，教師

も羊羹が嫌いかどうか尋ねたかったのだ。授業の場において，子どもの願いに寄り添うた

めには，子どもが表現した英語の形，意味だけでなく，なぜその言葉を発したのか，その

意図を瞬時に捉え，応える必要があることがわかった。 

4.3 まとめ 

最終的に作成した授業デザイン図は右の様になった（図４）。新たに大きく４点，変更

を加えた。まず，子どもの存在を加え，コミュニケーションを楽しいと感じる経験と，そ

こから生まれる願いを行き来しながら，それらを原動力として言語活動へと向かうことを

示した。そして，子どもが感じる楽しさには，コミュニケーションから得る楽しさと，英

語から得る楽しさがあることも書き入れた。また，子

どもの願いを捉え，応えようとする教師の存在も加え，

子どもと共に言語活動に向かうことを，矢印で示した。

最後に，教師に必要なこととして，味わいたいことと

英語の成長両面からの構想と，子どもの言葉をその願

いまで含めて受け取ろうとすることを追加した。 

 

５． おわりに 

自分が捉えた子どもの願いが正しいという保証はどこにもない。しかし，目の前の子が

持つ願いは何かと考え，捉えようとしなければ，何もわからないままだろう。今後も，目

の前の子どもの願いに寄り添いたいと願い，働きかけ続ける教師でありたい。また，本研

究を通してできた授業デザインは完成形ではない。今後，小学校教員として日々の授業に

取り組む中で，さらに更新を重ね，考え続けていきたいと思う。 
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図４ 授業デザイン最終案（筆者作成） 
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